
鴻
巣
市
・
吹
上
町
・
川
里
町
　
合
併
検
証
報
告
書

市
長
が
語
る

市
長
が
語
る　　
合
併
後

合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り

の
ま
ち
づ
く
り

特
集

後編

◇
市
町
村
合
併
を
推
進
し
た
理
由
は

市
長　

１
９
９
０
年
代
の
地
方
自
治
体

は
、
急
激
に
進
行
す
る
人
口
減
少
と
少
子

高
齢
化
、
バ
ブ
ル
経
済
の
破
綻
な
ど
に
よ

る
税
収
の
減
少
、
さ
ら
に
、
国
の
三
位
一

体
の
改
革
に
よ
る
影
響
な
ど
、
多
く
の
自

治
体
が
深
刻
な
財
政
難
と
な
り
、
将
来
に

わ
た
っ
て
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
実
現
し

て
い
く
た
め
に
は
、
行
財
政
基
盤
の
強
化

を
図
る
こ
と
が
、
全
国
の
市
町
村
に
共
通

し
て
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
私
は
、
平
成

14
年
８
月
に
市
長
に
就
任
し
、
地
域
の
将

来
を
考
え
る
上
で
、
市
町
村
合
併
の
検
討

は
、
直
面
す
る
大
き
な
課
題
で
し
た
。

　

合
併
市
町
村
の
枠
組
み
は
、
当
時
、

さ
ま
ざ
ま
な
考
え
が
あ
り
ま
し
た
が
、

市
町
村
合
併
を
推
進
す
る
た
め
、
ま
ず
、

歴
史
的
、
地
理
的
な
結
び
つ
き
が
深
く
、

住
民
交
流
の
盛
ん
な
川
里
町
と
合
併
協

議
会
を
設
立
し
、
そ
の
後
、
吹
上
町
も

加
わ
り
、
１
市
２
町
で
の
合
併
に
よ
る

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
行
財
政
基
盤
強

化
の
両
面
か
ら
検
討
を
重
ね
、
新
鴻
巣

市
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
わ
け
で
す
。

　

多
く
の
自
治
体
で
進
め
ら
れ
た
市
町

村
合
併
へ
の
取
組
は
「
平
成
の
大
合
併
」

と
も
い
わ
れ
、
平
成
11
年
に
は
全
国

３
，２
３
２
市
町
村
で
あ
っ
た
も
の
が
、

平
成
22
年
に
は
１
，７
２
７
市
町
村
と
約

半
数
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
私
は
埼
玉
県
市
長
会
の
会
長

を
務
め
て
い
ま
す
が
、
埼
玉
県
に
お
い

て
も
、
92
市
町
村
が
63
市
町
村
と
な
る

な
ど
、
大
き
な
時
代
の
潮
流
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　

市
で
は
、
合
併
後
の
新
市
の

ま
ち
づ
く
り
を
総
合
的
に
検
証
し
、

今
後
の
行
政
運
営
に
活
用
す
る
た
め
、

令
和
４
年
３
月
に
「
鴻
巣
市
・
吹
上
町
・

川
里
町
合
併
検
証
報
告
書
」
を
作
成
し
ま

し
た
。

　

こ
の
検
証
報
告
書
を
も
と
に
、
新
市
15

年
の
歩
み
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

す
る
た
め
、
２
回
に
分
け
て
合
併
後
の
ま

ち
づ
く
り
を
特
集
し
て
い
ま
す
。

　

先
月
号
の
前
編
で
は
、
財
政
効
果
や
合

併
特
例
債
を
活
用
し
た
主
な
事
業
、
財
政

状
況
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
満
足
度
な
ど
を

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
後
編
で
は
、
市
町
村
合
併
を
推

進
し
、
取
り
組
ん
で
き
た
原
口
市
長
に

合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
総
合
政
策
課
企
画
担
当
（
内
線
２
２
３
６
）

フラワーロードの装飾

地域の活動拠点となる北新宿生涯学習センター
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特集

◇�

新
鴻
巣
市
が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
き
の

考
え
は

市
長　

平
成
17
年
10
月
１
日
に
新
た
な

鴻
巣
市
が
誕
生
し
た
わ
け
で
す
が
、
私

は
、
常
々
、
市
町
村
合
併
は
目
的
で
は
な

く
、
手
段
で
あ
り
、
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
で
あ

る
と
、
住
民
説
明
会
や
議
会
な
ど
で
説
明

し
て
き
ま
し
た
。

　

新
鴻
巣
市
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て

は
、
大
き
な
期
待
と
と
も
に
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
し
た
ね
。

　

鴻
巣
市
・
吹
上
町
・
川
里
町
の
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
皆
さ
ん
の
声
を
市
政
に
反

映
し
、
21
世
紀
の
礎
と
な
る
「
ふ
る
さ
と

鴻
巣
」
を
築
く
た
め
に
全
力
を
尽
く
そ
う

と
思
い
を
新
た
に
し
た
こ
と
が
今
で
も

強
く
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

◇�

鴻
巣
駅
・
北
鴻
巣
駅
・
吹
上
駅
の
駅

前
の
整
備
は

市
長　

新
市
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
ま

ず
、
合
併
協
議
会
で
策
定
し
た
新
市
建
設

計
画
の
着
実
な
推
進
を
第
一
に
考
え
ま

し
た
。
同
計
画
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
、
将
来
を

見
据
え
た
新
市
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で

す
。

　
「
花
か
お
り 

緑
あ
ふ
れ 

人
輝
く
ま
ち 

こ
う
の
す
」
を
将
来
都
市
像
と
し
た
新
市

建
設
計
画
の
も
と
、
新
市
の
速
や
か
な
一

体
性
の
確
立
と
三
地
域
の
均
衡
あ
る
発

展
に
向
け
、
合
併
市
町
村
の
み
が
認
め
ら

れ
る
国
や
県
の
財
政
支
援
等
を
最
大
限

に
活
用
し
、
事
業
を
推
進
し
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
で
は
、
鴻
巣
駅
東
口
、
北
鴻

巣
駅
西
口
、
吹
上
駅
北
口
及
び
南
口
の
各

駅
前
広
場
等
の
整
備
で
す
。

　

合
併
前
の
鴻
巣
駅
東
口
周
辺
は
、
道
路

も
狭
く
、
雨
が
降
る
と
非
常
に
混
雑
す
る

上
、
駅
前
広
場
が
冠
水
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
鴻
巣
駅
東
口
の
再
開
発
は
、
昭
和

40
年
代
か
ら
の
長
年
の
懸
案
で
し
た
が
、

地
権
者
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

か
つ
、
実
質
的
負
担
が
約
30
％
と
な
る
合

併
特
例
債
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
後

年
度
の
財
政
負
担
を
抑
え
た
中
で
、
都
市

機
能
が
充
実
し
た
鴻
巣
駅
東
口
周
辺
が

完
成
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
日
常
的
に
利
用
で

き
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
レ
ス
ト

ラ
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
の
ほ
か
、

公
共
施
設
と
し
て
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、

図
書
館
、
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
映
画

館
、
公
園
な
ど
を
整
備
し
、
本
市
の
中
心

拠
点
と
し
て
、
利
便
性
・
快
適
性
を
は
じ

め
、
都
市
防
災
の
面
も
飛
躍
的
に
向
上
し

ま
し
た
。

　

北
鴻
巣
駅
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
西
口

を
開
設
し
、
吹
上
駅
に
つ
い
て
は
、
北
口

の
駅
前
広
場
や
南
口
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

本
市
の
玄
関
口
と
な
る
３
つ
の
駅
を

整
備
し
た
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
利
便
性
・
快
適
性
・
安
全
性
・
都
市
景

観
な
ど
、
多
く
の
面
が
向
上
し
、
本
市

を
訪
れ
る
皆
さ
ん
の
印
象
も
大
き
く
変

わ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

◇
道
路
整
備
の
状
況
は

市
長　

道
路
は
、
近
隣
と
本
市
を
結
び
、

各
地
域
を
結
び
、
人
と
人
を
結
ぶ
重
要
な

役
割
を
持
っ
て
い
る
と
私
は
考
え
て
い

ま
す
。
三
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
と
新
市

の
一
体
性
の
確
立
に
は
欠
か
せ
な
い
も

の
で
す
の
で
、
先
ほ
ど
説
明
し
た
合
併
特

例
債
を
活
用
し
、
重
点
的
に
整
備
を
推
進

し
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
で
は
、
川
里
地
域
と
鴻
巣
地

域
を
結
ぶ
市
道
Ａ-

１
０
０
４
号
線
と
渋

井
橋
の
路
線
の
整
備
や
、
鴻
神
社
に
面
し

て
中
山
道
と
交
差
す
る
三
谷
橋
大
間
線

整
備
で
す
。
道
路
拡
幅
と
と
も
に
、
地

下
道
と
し
て
整
備
し
た
三
谷
橋
大
間
線
は

高
崎
線
の
東
側
と
西
側
の
道
路
交
通
が
大
変

便
利
に
な
っ
た
と
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
現
在
、
国
の
上
尾
道
路
の
延
伸
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
接
続
す
る
市
道
に
つ

い
て
も
、
順
次
整
備
を
進
め
る
予
定
で
す
。

 市長が語る　合併後のまちづくり

鴻巣・川里地域を結ぶ渋井橋

整備された鴻巣駅東口周辺
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◇
子
育
て
や
教
育
の
取
組
は

市
長　

合
併
に
よ
る
国
や
県
か
ら
の
財

政
措
置
を
活
用
し
た
都
市
基
盤
の
整
備

と
併
せ
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ

い
て
も
、
合
併
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
す

べ
て
の
政
策
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
特
に
重
点
的
に
推
進
し
た
の

は
、
子
育
て
や
教
育
、
健
康
づ
く
り
の
分

野
で
す
ね
。

　

子
育
て
や
教
育
は
、
未
来
の
鴻
巣
市
を

担
う
人
材
の
育
成
で
あ
り
、
各
家
庭
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
を
挙
げ
て
支
援
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
市
で

は
、
全
国
に
先
駆
け
て
、
子
ど
も
医
療
費

を
中
学
３
年
生
ま
で
無
料
化
し
、
現
在
は

18
歳
ま
で
拡
大
し
て
い
ま
す
。
産
後
ケ
ア

事
業
や
３
歳
児
健
診
時
の
視
覚
屈
折
検

査
、
小
学
校
入
学
前
の
５
歳
児
健
診
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
の
病
気
の
早
期
発
見
、

予
防
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
所
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
休
日
保
育
、
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設

置
、
病
児
・
病
後
児
保
育
、
保
育
所
の
園

庭
の
芝
生
化
や
幼
稚
園
・
保
育
施
設
の
花

い
っ
ぱ
い
事
業
、
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
の
設
定

な
ど
の
保
育
施
策
を
充
実
さ
せ
、
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

教
育
の
分
野
で
は
、
吹
上
小
学
校
及
び

吹
上
中
学
校
の
校
舎
、
小
谷
小
学
校
の
体

育
館
の
改
築
、
各
小
・
中
学
校
の
耐
震
補

強
及
び
大
規
模
改
修
、
鴻
巣
中
央
・
吹
上

図
書
館
の
整
備
、
吹
上
・
川
里
・
北
新
宿

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
整
備
な
ど
を
は

じ
め
、
小
学
校
校
庭
の
芝
生
化
や
市
独
自

の
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
、
Ａ
Ｌ

Ｔ
の
充
実
に
よ
る
外
国
語
教
育
の
推
進
、

全
国
に
先
駆
け
た
教
育
I
C
T 

環
境
の

構
築
、
全
小
学
校
で
の
自
校
式
給
食
の

開
始
、
中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
改
築
な

ど
、次
代
の
鴻
巣
市
を
担
う
「
の
す
っ
子
」

の
育
成
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
質
・
量
と
も
に
優
れ
た
子
ど
も
・

子
育
て
施
策
並
び
に
教
育
施
策
が
展
開

で
き
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇
健
康
づ
く
り
の
取
組
は

市
長　

健
康
づ
く
り
の
分
野
で
は
、
ふ
る

さ
と
総
合
緑
道
や
赤
見
台
近
隣
公
園
な

ど
を
活
用
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ラ
ジ

オ
体
操
、
の
す
っ
こ
体
操
な
ど
、
身
近

で
取
り
入
れ
や
す
い
運
動
を
習
慣
化
す

る
「
身
体
の
健
康
づ
く
り
」
は
も
と
よ

り
、
市
民
大
学
講
座
「
こ
う
の
と
り
ア
カ

デ
ミ
ー
」
や
市
民
活
動
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
を
通
じ
た
「
心
の
健
康
づ
く
り
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
市
の
取
組
は
県
内
で
も
注
目
さ
れ

て
お
り
、
平
成
29
年
度
か
ら
本
年
度
ま
で

６
年
連
続
で
埼
玉
県
か
ら
表
彰
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
健
康
長
寿
の
重
点
的
な

取
組
の
結
果
、
65
歳
以
上
の
方
の
健
康
寿

命
※

が
、
平
成
26
年
度
時
点
で
は
県
平
均

を
下
回
る
男
性
16.75
歳
・
女
性
19.49
歳
か
ら
、

令
和
２
年
度
時
点
で
は
県
平
均
を
上
回

る
男
性
18.11
歳
・
女
性
20.79
歳
と
大
幅
に
延
伸

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
均
寿
命
で
は
、

男
性
81.79
歳
、
女
性
87.51
歳
と
ど
ち
ら
も
県
内

３
位
と
な
る
な
ど
、
取
組
の
成
果
が
表
れ

て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
住
み
慣
れ
た
ま
ち

で
、
生
き
が
い
を
持
ち
、
い
き
い
き
と
健

康
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
は
、
地
方
自
治
の
原
点
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

◇
安
全
・
安
心
の
取
組
は

市
長　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
や

令
和
元
年
東
日
本
台
風
を
教
訓
と
し
て

危
機
管
理
の
専
門
部
署
を
独
立
し
て
設

置
し
、
地
域
防
災
計
画
の
も
と
、
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
防
災

対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応
で
は
、
国
や

県
、
そ
し
て
鴻
巣
市
医
師
会
等
の
関
係
機

関
や
団
体
と
の
調
整
を
行
い
、
速
や
か
な

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
を
構
築
し
、
６
月
末

現
在
、
す
で
に
71.2
％
の
方
が
３
回
目
の
接

種
を
終
了
す
る
な
ど
、
全
国
や
県
平
均
と

比
較
し
て
高
い
接
種
率
と
な
っ
て
い
ま

す
。
７
月
か
ら
は
60
歳
以
上
や
基
礎
疾
患

の
あ
る
方
の
４
回
目
の
接
種
を
開
始
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
並
行
し
、
感

染
防
止
対
策
や
感
染
症
に
よ
り
影
響
を

受
け
た
市
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
、
地
域

経
済
の
回
復
に
向
け
、
国
の
交
付
金
や
基

金
等
を
活
用
し
、
第
１
弾
か
ら
第
10
弾
ま

で
、
本
市
独
自
の
感
染
症
対
応
事
業
を
積

極
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

※健康寿命：鴻巣市・埼玉県では、65歳に達した人が「要介護２以上」になるまでの平均的な年数のこと
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市
長　

私
は
こ
れ
ま
で
、
市
町
村
合
併
を

推
進
し
、
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
計
画
・

推
進
す
る
中
で
、
都
市
基
盤
の
整
備
に
よ

る
快
適
性
や
利
便
性
の
向
上
に
取
り
組

む
一
方
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
シ
ン
ボ
ル
と
し

た
緑
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
と
の
両

立
、
ハ
ー
ド
事
業
と
ソ
フ
ト
事
業
の
バ
ラ

ン
ス
、
ま
た
、
健
全
な
財
政
運
営
を
保
ち

つ
つ
、
１
，０
０
０
を
超
え
る
事
業
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
組
は
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
「
礎
」
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少

が
進
む
中
、
活
力
あ
る
地
域
を
創
る
た
め

に
は
、
地
域
の
特
色
や
時
代
の
潮
流
を
踏

ま
え
、
本
市
の
特
色
で
あ
る
「
花
」
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
人
々
の
生
活
に
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
「
緑
」
を
守
る
ま

ち
づ
く
り
、
そ
し
て
、
何
よ
り
も
「
人
」

が
健
康
で
、
い
き
い
き
と
元
気
に
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
コ
ウ
ノ

ト
リ
に
乗
せ
、
人
々
の
笑
顔
と
と
も
に
、

未
来
の
鴻
巣
市
へ
と
つ
な
い
で
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
本
市
で
は
、
新
市
建
設
計
画

に
基
づ
き
、
合
併
市
町
村
の
み
に
認
め
ら

れ
る
国
や
県
の
財
政
措
置
を
活
用
し
、
将

来
の
財
政
的
負
担
を
抑
え
た
中
で
、
新
市

の
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に
推
進
し
て
き

ま
し
た
。

　
「
鴻
巣
市
・
吹
上
町
・
川
里
町
合
併
検

証
報
告
書
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
新
市
の
ま

ち
づ
く
り
を
取
り
ま
と
め
て
検
証
し
た

内
容
と
な
っ
て
お
り
、
新
市
の
ま
ち
づ
く

り
の
記
録
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
数
々
の

事
業
は
、
合
併
前
の
１
市
２
町
で
は
、
人

的
、
財
政
的
な
面
か
ら
推
進
が
難
し
か
っ

た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
事

業
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

合
併
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
の
効

果
で
あ
り
、
そ
し
て
何
よ
り
も
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
と

を
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
そ

し
て
、「
花
か
お
り　

緑
あ
ふ
れ　

人
輝

く
ま
ち　

こ
う
の
す
」
の
未
来
に
向
け
、

引
き
続
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
新
市
で
の
特
色
あ
る
取
組
は　日頃より市民の皆さんには、格別のご支援、ご協力を

賜わり、厚く御礼申しげます。
　私は、平成14年８月の市長就任以来、５期20年にわた
り、市政運営に全力を傾注してまいりましたが、このた
び、７月31日の任期満了をもちまして、鴻巣市長を退任
いたします。
　この間、皆さんには、温かいご理解とご協力をいただ
き、心より感謝申し上げます。
　私は、市長就任以来「行政は最大のサービス業である」
との一貫した基本姿勢の下、市民の皆さんと共に考え、
汗をかき、喜びを分かち合いながら、様々な施策の積極
的な展開を通じて、皆さんの満足度向上に努めてまいり
ました。
　特に、市長就任直後から、市町村合併の推進を提唱
し、平成17年10月に新たな鴻巣市としてスタートして以
降、各地域の均衡ある発展と速やかな一体性の確立を目
標に、合併特例事業を中心として、ハード事業・ソフト
事業の両面から、全力で取り組んでまいりました。
　市内３駅の駅前整備や道路、公共交通などの都市基盤
等の整備による快適性や利便性の向上に取り組む一方
で、子育て世代のニーズに対応した質・量ともに優れた
子ども・子育て支援施策の展開、健康長寿の取組の推進
など、合併を契機に、ハード事業とソフト事業のバラン
スを保ちながら、数多くの事業を全方位で積極的に実施
し、今日の鴻巣市に至っております。
　このような合併後の新市のまちづくりは、市民アン
ケートにおいても定住意識が大幅に向上しているほか、
７年連続で転入者数が転出者数を上回るなど、市内外か
ら高く評価されており、新市のまちづくりを推進してき
た市長として、感慨深いものがあります。
　また、新市のまちづくりは、市民の皆さんが安心して
暮らし、働き、子どもを産み育て、次代を担う子どもた
ちが将来に夢や希望を抱きながら成長できる鴻巣市の実
現に大きく寄与するものと考えています。
　市民の皆さんには、引き続き、本市のさらなる発展に
向け、温かいご支援、ご協力を賜りますようお願い申し
上げますとともに、皆さんのご健勝、ご活躍を心から祈
念し、退任にあたりましてのご挨拶といたします。

鴻巣市長

さらなる発展を願って

特集
合併検証報告書は市HPで公表しています▶

 市長が語る　合併後のまちづくり
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